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‐

ドい者などで日常生‐活上の判断に不安のある方で、同

ただける程度の判断能力をお持ちの方が対象です。

1いつた福祉サ■ビスのXll用、その他日常生活上のさ

i判断するには不安がある1預貯金の出し入れや日常

生活に必要な公共料金などの支払い方がわからない.といつたことでお1困りの方は是非ご相談ください。

※ 認矢E症の診断を受けていない方、1療育手帳や精神障害者保健福祉手帳をお持ちでない方も利用で
きます6  1 ‐      ‐ ■ || ‐.
※ 判断能力に特に課題がなくt身体障がいのみの理由で本事業を希望される.場合や、認TEl症や障が
いに起因せず、単に浪費である事を理1由として本事業の利用―を希望される場合は、対象になりません。
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:軍壁E∬髯覇軍ξ炉下
°
|■■二重物

● 住民票の届け出やE口鑑登録などの行政手続き:~     ‐
※ 身元引受人や保証人になることはできません6

2,毎日の暮らしに欠かせないtお金の出.し入れを
| お手伝いします。 | ■ ‐               _
● 年金、福祉手当の受‐け取りに必要な手続き。 |||     | ||‐
| ●1医療費や税金、社会保険、ガスや水道料‐金などの公共料金の支払しヽ9‐

●1生活費に必要な預貯金の預け入れt払い戻し、解‐約の手続き。 ‐
‐※ 債務整理や生活全般における監督指導1本サ|■ビスの範囲ではありません。

3.大切‐な通帳や証書などを安全な場所でお預|かりします
=‐

|   ‐
‐
預金通帳やE口鑑などを責任をもうてお預かりします。

|  
■ ‐ ■ | ■

|またt普段は出し入れしないような大切な書類 (年金証書 1権利証・保険証書

など)も、必要に応じてお預かりします。| ||| ‐ ■ | |    |
1来 1宝石、書画、骨董品、1貴金属ゃ有価証券などは預かることが|できません :
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貪 [「I袢孟詈塁塁コi事‐  1回 1時間まで1,000円
(サ
ニビス提供に必要な移動時間についても利用料の対象となります。)

1時間を超える場合は、それ以降30分までごと
に500円 をいただきます。その他、生活支援員の交
‐通費が必要です。

書類等の預かリサービスを利用される際には、|

貸金庫の利用料が必要な場合があります:   ‐

‐ 1生活保護を受けている方の利用料は 賃ヽ金庫の利

用料を除いて無料です。 | |     ■
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―
日常生活自立支援事業は、ご本人にこのサTビスを

利用する意思があり、契約の内容がある程度理解でき

る方と市町村社会福祉協議会が対等な立場で契約する

ことが前提です。

障がいなどにより、ご本人に社会福祉協議会と契約

できるだけの判断能力がなくなつた場合には、この事

業以外でご本人にふさわしい援助につないだり、「成

年後見制度」の利用を支援しますも ‐
‐
成年後見制度とはt精神上の障がいによちて半」断能

力が十分でない方(認知症高齢者:矢目的障がい者・精

神障がい者など)を保護するための制度です。判断能

力の程度により、「後見」「保佐」「補助」の3タ ィ

プがあり、家庭裁判所の審判により決定,開始きれる
「法定後見」‐と本人の判断能力が不十分になったとき

に、あらかじめ結んでおいた任意後見人が本人を援助

する「任意後見」があります。

福祉サーじスを
副用したいのだけど
とうすれはいいの?

摯
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利用1者等

お近くの市町村社会福

祉協議会 (裏面参照)に ご

相談ください。
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2>1議間調査

専門員がお宅を訪間し、

お困りごとなどをお伺い

します。

=1援
計画作成

ご本人の希望を伺いな

がら専門員が支援計画を

作成します。

なお、どのサービスを

利用するかについては、

一人ひとり異なります。

で契約をかわします。

|'■ビス1開始

生活支援員が支援計画

にそつてサービスを提供

します。


